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基
礎
領
域
研
究
﹁
中
世
文
学
講
読
﹂
由
来
―
私
的
回
想
を
兼
ね
て

荒
　
木
　
　
　
浩

大
学
の
内
外
で
働
く
よ
う
に
な
っ
て
、
三
〇
年
以
上
が
過
ぎ
た
。
時
代
は
い
つ
し
か
何
周
も
め
ぐ
り
、
似
て

非
な
る
風
景
の
ど
こ
か
で
、
迷
子
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
だ
。
先
日
も
、
お
よ
そ
文
系
と
は
無
縁

の
と
あ
る
大
企
業
に
勤
め
る
高
校
時
代
の
友
人
か
ら
、「
基
礎
的
教
養
」
や
「
人
間
力
」
の
涵
養
を
謳
っ
た

「
教
養
基
礎
講
座
」
で
の
講
演
を
頼
ま
れ
て
驚
い
た
。
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
重
視
が
会
社
の
方
針
だ
と
い
う
。

隔
世
の
感
が
あ
る
。
私
が
愛
知
の
県
立
大
学
か
ら
大
阪
大
学
の
教
養
部
に
転
勤
し
た
一
九
九
二
年
は
、
前
年

の
い
わ
ゆ
る
大
学
設
置
基
準
の
大
綱
化
を
承
け
、
教
養
部
廃
止
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
た
。
人
文
・
社
会
・
自

然
、
外
国
語
、
体
育
と
い
う
、
高
校
の
続
き
の
よ
う
な
も
の
を
ま
た
二
年
間
も
や
る
の
？
せ
っ
か
く
大
学
に

入
っ
た
の
だ
か
ら
、
早
く
専
門
が
や
り
た
い
…
。
そ
ん
な
学
生
の
倦
怠
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
旧
制
高
校
の
歴

史
を
引
き
ず
る
制
度
の
中
で
、
教
え
る
側
に
も
、
専
門
教
育
の
学
部
と
の
間
に
存
す
る
、
教
育
対
象
と
内
容
、

ま
た
処
遇
な
ど
へ
の
不
満
が
あ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
の
大
学
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
教
養
部
が
な
く
な
っ
て
い
く
。

そ
し
て
大
学
院
重
点
化
へ
。
法
人
化
に
つ
な
が
る
毒
ま
ん
じ
ゅ
う
…
…
で
も
あ
っ
た
か
。

大
阪
大
学
で
は
、
当
初
、
教
養
部
独
立
案
が
検
討
さ
れ
た
が
、
は
や
く
一
九
七
四
年
に
、
教
養
部
か
ら
言
語

文
化
部
が
独
立
し
て
い
る
。
大
綱
化
直
前
の
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
は
、
言
語
文
化
研
究
科
と
い
う
大
学

院
も
設
置
さ
れ
、
二
年
後
に
は
博
士
課
程
も
出
来
た
。
教
養
部
に
語
学
の
教
員
は
い
な
い
。
教
養
学
部
と
し
て

ジ
ュ
ニ
ア
、
シ
ニ
ア
を
担
当
し
て
い
た
東
大
や
、
総
合
人
間
学
部
、
人
間
・
環
境
学
の
大
学
院
を
作
っ
た
京
大
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と
は
状
況
が
異
な
る
。
単
独
の
学
部
化
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
専
門
課
程
へ
、
と
い
う
所
属
教
員
の
希
望
も
あ

り
、
い
つ
し
か
教
養
部
解
体
と
教
員
の
各
学
部
分
属
が
決
ま
っ
た
。

当
時
の
教
養
部
は
文
字
ど
お
り
の
「
教
授
」
会
で
、
赴
任
早
々
の
助
教
授
だ
っ
た
私
に
は
、
出
席
の
義
務
も

権
利
も
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
若
手
だ
か
ら
と
の
理
由
で
、
教
養
部
内
の
改
組
委
員
会
、
分
属
案
が
決
ま
っ
て

か
ら
は
文
学
部
と
の
協
議
会
へ
、
と
駆
り
出
さ
れ
た
。
私
が
日
文
研
へ
転
任
す
る
時
の
研
究
科
長
だ
っ
た
江
川

溫
氏
、
ま
た
日
文
研
の
小
松
和
彦
所
長
は
、
当
時
文
学
部
側
の
委
員
で
あ
っ
た
。
お
二
人
と
も
助
教
授
で
、
定

期
的
な
会
合
で
議
論
を
重
ね
た
。
今
と
な
っ
て
は
懐
か
し
い
思
い
出
で
あ
る
。
教
養
部
所
属
は
わ
ず
か
二
年
。

九
四
年
に
文
学
部
へ
移
籍
と
な
っ
た
。

教
養
部
で
は
「
国
文
学
」
の
通
年
科
目
を
三
コ
マ
か
四
コ
マ
、
年
度
ご
と
に
、
教
授
と
交
代
で
担
当
す
る
。

助
教
授
に
は
文
学
部
へ
の
出
講
義
務
は
な
い
。「
国
文
学
会
」
と
い
う
同
窓
会
と
、
年
に
い
く
ど
か
あ
る
卒
論
・

修
論
発
表
会
や
学
科
旅
行
で
文
学
部
の
国
語
国
文
学
科
に
赴
き
、
専
門
課
程
の
学
部
生
や
院
生
と
交
流
し
た
。

研
究
室
は
、
イ
号
館
と
い
う
、
阪
大
で
は
も
っ
と
も
古
い
建
物
の
三
階
に
あ
っ
た
。
高
台
の
上
に
立
つ
旧
制
浪

速
高
等
学
校
時
代
の
歴
史
的
建
造
物
で
あ
る
。
学
部
へ
向
か
う
と
き
は
、
下
界
に
降
り
る
趣
で
、
ち
ょ
っ
と
愉

快
だ
っ
た
。
後
に
大
阪
大
学
会
館
と
な
り
、
今
で
は
阪
大
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
の
顔
で
あ
る
。

時
に
は
屋
上
（
建
物
は
五
階
建
て
）
に
上
が
る
。
そ
こ
は
か
つ
て
国
文
学
者
の
風
巻
景
次
郎
が
、
昭
和
二
六

年
（
一
九
五
一
）
一
〇
月
一
〇
日
付
け
で
、
夫
人
へ
「
阪
大
（
浪
高
）
の
屋
上
か
ら
見
た
大
阪
平
野
の
美
し
さ

―
楽
し
ん
で
居
り
ま
す
」
と
書
き
送
っ
た
場
所
だ
。
ち
な
み
に
、
そ
の
八
年
後
、
風
巻
が
最
後
の
講
演
を

行
っ
た
の
が
、
私
の
阪
大
の
前
任
校
、
愛
知
県
立
大
学
（
女
専
を
経
て
当
時
は
女
子
大
）
で
あ
る
（『
風
巻
景

次
郎
全
集
』
所
載
の
日
記
よ
り
）。

な
ぜ
こ
ん
な
昔
話
を
書
い
た
か
と
い
え
ば
、
こ
の
イ
号
館
屋
上
手
前
の
五
階
の
部
屋
で
、
教
養
部
時
代
に
開
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い
て
い
た
基
礎
ゼ
ミ
が
、
日
文
研
の
基
礎
領
域
研
究
「
中
世
文
学
講
読
」
の
源
流
だ
か
ら
で
あ
る
。
教
養
部
の

担
当
科
目
は
、
講
義
の
他
に
、
国
文
学
Ｓ
Ⅰ
（
一
年
生
対
象
）、
同
Ｓ
Ⅱ
（
二
年
生
対
象
）
と
い
う
基
礎
ゼ
ミ

科
目
が
あ
り
、
文
系
学
部
の
学
生
と
、
少
人
数
で
ゆ
っ
た
り
古
典
作
品
を
読
む
こ
と
が
出
来
た
。
二
年
生
の

Ｓ
Ⅱ
に
な
る
と
、
か
な
り
深
い
議
論
も
出
来
る
。
文
学
部
の
専
門
課
程
に
進
ん
だ
学
生
が
来
た
時
代
も
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
私
の
若
く
短
い
教
養
部
在
籍
で
は
、
充
分
な
貢
献
は
で
き
な
か
っ
た
。
赴
任
の
年
の
国
文
学
Ｓ
Ⅰ

で
は
『
今
昔
物
語
集
』
を
読
ん
だ
。
当
時
の
出
席
者
の
幾
人
か
は
、
現
在
、
東
洋
史
や
日
本
文
学
な
ど
の
専
門

家
と
し
て
、
大
学
の
一
線
で
活
躍
し
て
お
ら
れ
る
。
さ
さ
や
か
な
喜
び
で
あ
る
。

教
養
部
の
解
体
と
前
後
し
て
、
研
究
室
は
、
共
通
教
育
棟
と
い
う
、
白
い
豆
腐
状
の
平
凡
で
窮
屈
な
設
置
基

準
下
の
建
物
へ
と
遷
っ
た
。
科
目
名
は
変
わ
っ
た
が
、
一
、二
年
用
の
基
礎
ゼ
ミ
科
目
は
継
承
さ
れ
、
九
四
年

に
は
「
国
文
学
講
読
Ｓ
Ⅰ
」
と
い
う
科
目
と
な
る
。
か
ね
て
よ
り
興
味
の
あ
っ
た
『
方
丈
記
』
の
英
訳
を
取
り

上
げ
た
。
ま
だ
語
学
を
学
ん
で
い
る
学
生
さ
ん
に
は
、
訓
詁
注
釈
的
な
精
読
よ
り
、
英
語
と
比
較
し
な
が
ら
、

短
編
の
名
作
『
方
丈
記
』
を
読
む
の
が
い
い
だ
ろ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
鴨
長
明
自
筆
と
い
う
所
伝

の
大
福
光
寺
本
の
影
印
本
、
翻
刻
と
並
べ
て
、M

S-D
O

S

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
入
力
し
た
夏
目
漱
石
、
南
方

熊
楠
の
英
訳
を
対
比
し
た
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
を
配
り
、
テ
キ
ス
ト
と
し
た
。

私
の
授
業
も
下
手
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
国
文
好
き
の
学
生
は
、
あ
ま
り
英
語
に
は
興
味
が
な
い
ら
し
く
、
登

録
は
七
名
ほ
ど
。
最
後
は
二
人
の
出
席
に
な
っ
た
。
も
っ
と
う
ま
く
や
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
後
悔
が

残
っ
た
。

そ
の
後
、
大
学
院
重
点
化
で
大
学
院
専
門
科
目
の
担
当
が
増
え
た
が
、
講
義
は
、
学
部
、
修
士
、
博
士
と
合

同
で
や
る
こ
と
が
で
き
た
。
私
の
中
で
『
源
氏
物
語
』
に
関
心
が
集
中
し
て
い
た
頃
で
、『
源
氏
』
の
名
前
を

掲
げ
て
講
義
を
す
る
と
、
専
門
課
程
な
の
に
、
大
講
義
室
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
一
方
、
留
学
生
が
増
え
、
海
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外
の
研
究
と
の
連
結
の
よ
う
な
こ
と
が
リ
ア
ル
に
な
っ
た
。
英
語
圏
の
研
究
の
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
、
と
い
う
切

実
感
も
あ
り
、
研
究
会
を
や
り
ま
せ
ん
か
、
と
大
学
院
生
に
慫
慂
さ
れ
て
、「
英
語
論
文
を
読
む
会
」
と
い
う

の
を
隔
週
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。T

he K
agero D

iary

の
解
説
文
や
、Inventing the C

lassics: 

M
odernity, N

ational Identity, and Japanese L
iterature

の
諸
編
な
ど
か
ら
読
み
始
め
た
。
や
っ
て
み
る
と
、

学
生
は
予
習
が
し
ん
ど
そ
う
な
の
で
、
私
が
読
ん
で
き
て
、
ぼ
そ
ぼ
そ
と
解
説
す
る
形
式
が
定
着
し
た
。
な
ら

ば
い
っ
そ
、
講
義
と
し
て
正
式
に
開
講
し
よ
う
。
そ
う
考
え
て
シ
ラ
バ
ス
に
上
げ
た
ら
、
前
年
一
〇
〇
人
を
超

え
て
い
た
受
講
者
が
、
一
〇
分
の
一
ほ
ど
に
な
っ
た
。
一
八
〇
分
の
隔
週
開
講
に
し
て
、
ゼ
ミ
の
よ
う
な
一
年

を
過
ご
し
た
。
私
の
阪
大
で
の
英
語
論
文
の
講
義
は
、
そ
れ
が
最
初
で
最
後
で
あ
る
。

愛
知
、
大
阪
と
過
ご
し
て
み
て
、
ど
う
も
教
育
や
講
義
は
苦
手
だ
と
い
う
意
識
が
強
く
な
っ
た
こ
と
も
一
因

と
な
り
、
現
職
に
転
任
す
る
と
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
文
化
科
学
研
究
科
国
際
日
本
研
究
と
い
う
、
長
い
名

前
の
大
学
院
が
あ
っ
た
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
で
は
な
い
が
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
で
も
な
い
関
わ
り
の
中
で
三
年
が
経
ち
、

留
学
生
と
し
て
ゴ
ウ
ラ
ン
ガ
・
プ
ラ
ダ
ン
さ
ん
（
現
日
文
研
機
関
研
究
員
）
が
在
籍
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

『
方
丈
記
』
の
英
訳
（
夏
目
漱
石
他
）
を
中
心
的
な
研
究
対
象
と
す
る
、
と
い
う
。
私
自
身
、
二
〇
一
二
年
の

「
方
丈
記
八
〇
〇
年
」
イ
ベ
ン
ト
（『
方
丈
記
』
は
建
暦
二
年
、
西
暦
一
二
一
二
年
に
成
立
）
へ
の
関
わ
り
も

あ
っ
た
。『
方
丈
記
』
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
久
し
ぶ
り
に
ゼ
ミ
形
式
の
授
業
を
や
っ
て
み
よ
う
か
と
、「
中
世
文

学
購
読
」
と
い
う
基
礎
領
域
研
究
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。

古
い
フ
ァ
イ
ル
を
開
け
て
参
照
し
、
本
文
と
英
訳
を
交
え
な
が
ら
『
方
丈
記
』
を
二
年
で
読
み
上
げ
た
。

『
方
丈
記
』
の
あ
と
は
『
徒
然
草
』
に
続
け
た
。
ち
ょ
う
ど
拙
著
『
徒
然
草
へ
の
途
―
中
世
び
と
の
心
と
こ
と

ば
』
の
整
理
を
し
て
い
た
こ
ろ
で
あ
る
。
基
礎
ゼ
ミ
な
の
で
、
シ
ニ
ア
の
外
国
人
研
究
者
に
は
あ
え
て
声
を
か

け
ず
、
関
心
を
抱
く
方
が
、
折
々
に
参
加
す
る
。
外
部
か
ら
の
受
講
者
も
あ
り
、
現
在
で
は
五
〜
八
人
ほ
ど
。
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阪
大
時
代
と
同
じ
く
、
隔
週
で
開
講
し
て
い
る
。
一
二
〇
分
だ
が
、
し
ば
し
ば
延
長
し
て
、
三
時
間
近
く
に
な

る
こ
と
も
あ
る
。
毎
週
で
な
い
と
継
続
性
の
担
保
が
難
し
い
が
、
一
回
ご
と
の
燃
焼
度
は
高
く
な
る
気
も
す
る
。

基
礎
領
域
研
究
で
は
、
作
品
を
読
み
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
毎
回
、
自
分
の
書
い
た
新
し
い
論
文
や
エ
ッ
セ

イ
を
提
示
し
、
関
連
学
会
の
情
報
な
ど
織
り
込
み
な
が
ら
進
め
て
い
る
。
発
表
前
の
新
ネ
タ
を
話
し
て
み
た

り
、
話
題
の
本
が
あ
れ
ば
、
取
り
上
げ
た
り
も
す
る
。
今
年
度
は
、
二
人
の
院
生
を
迎
え
入
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
よ
り
ゼ
ミ
に
近
づ
け
、
大
学
院
生
の
研
究
整
理
や
発
表
、
若
手
研
究
者
の
学
会
発
表
準
備
な
ど
を
軸
と
し

て
い
る
。
継
続
し
て
一
作
品
を
読
む
こ
と
は
、
ひ
と
ま
ず
お
休
み
だ
。

も
っ
と
も
、
来
年
の
春
に
『
徒
然
草
』
を
め
ぐ
る
大
き
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
そ
う
な
の
で
、
秋
後
半
か

ら
来
年
度
初
め
に
は
、
ま
た
『
徒
然
草
』
ゼ
ミ
が
復
活
す
る
か
も
知
れ
な
い
。『
徒
然
草
』
は
、
小
川
剛
生

『
兼
好
法
師
』（
中
公
新
書
、
二
〇
一
七
年
一
一
月
）
の
刊
行
で
、
作
者
論
に
重
大
な
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。

学
界
の
外
で
も
話
題
に
な
り
、
教
育
界
で
も
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
実
は
、
元
に
な
っ
た
小
川
氏
の
論
文

は
、
二
〇
一
四
年
に
出
て
い
る
。
基
礎
領
域
研
究
「
中
世
文
学
購
読
」
で
は
、
小
川
論
文
が
出
て
す
ぐ
に
、
そ

の
分
析
を
行
っ
た
。

そ
う
い
う
時
に
は
、
中
国
な
ら
す
ぐ
に
専
門
家
を
集
め
て
、
議
論
を
重
ね
、
統
一
見
解
を
出
し
ま
す
よ
。
日

本
で
は
し
な
い
の
で
す
か
。
そ
う
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
強
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
く
れ
た
の
は
、
滞
在
の

一
年
間
、
毎
回
基
礎
領
域
研
究
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
南
開
大
学
の
劉
雨
珍
教
授
で
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
実
現
す
れ
ば
、
期
待
に
応
え
て
、
何
と
か
い
い
も
の
に
し
な
け
れ
ば
、
と
ご
恩
を
受
け
止
め
て
い
る
。

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）


